
帝塚山学園では、幼稚園から大学まで、それぞれの学校園がInstagramで日々の様子やイベント情報を
発信しています。子どもたち・学生たちのいきいきとした表情や、学校生活の一コマをぜひご覧ください。

下の二次元コードから、アカウントをのぞいてみてください。
「フォロー」と「いいね！」で、応援をよろしくお願いします！

学園の「今」をもっと身近に
各学校園のInstagramをチェック！

帝塚山中学校・
高等学校

帝塚山大学 帝塚山小学校 帝塚山幼稚園

令和７年12月16日発行

22
2025 ⁄ Dec.
Vol.

帝塚山大学・帝塚山高等学校・帝塚山中学校・帝塚山小学校・帝塚山幼稚園



育てるところから始まった挑戦

POPCORN PROJECT
栽培・収穫

商品の顔をつくるデザイン

どうすれば買ってもらえる？マーケティング

想いのこもった商品を届ける販  売

【プロジェクトの流れ】
特 

集

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
るT

EZ’FES

で
は
、５
年
生
が
学
校
農
園
で
育
て
た
野
菜
を
販
売

す
る
伝
統
的
な「
八
百
屋
」を
行
って
き
ま
し
た
。今
年
は
こ
の
活
動
に
新
た
な
学
び
を
加
え
、

原
材
料
で
あ
る
と
う
も
ろ
こ
し
の
栽
培
か
ら
商
品
化
ま
で
を
体
験
す
る「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
動
し
ま
し
た
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
た
小
学
校
の
吉
川
澄
人
教
諭

の
指
導
の
下
、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」と
し
て
発
展
さ
せ
、自
分
た
ち
の
手
で
原
材
料
を
育
て
、商
品

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
形
に
し
、消
費
者
へ
届
け
る
ま
で
を一貫
し
て
体
験
。探
究
学
習
の
枠
を
超

え
た
実
践
が
、児
童
た
ち
の
主
体
性
と
創
造
性
を
大
き
く
育
む
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

児童たちは学校農園の畑でとうもろこし
の栽培に挑戦。種まき
から収穫まで、ひとつ
ひとつ丁寧に取り組
みました。

収穫したとうもろこしを使って作るポップコーンの商品化
に向け、次に取り組んだのはパッケージデザインです。
帝塚山大学現代生活学部居住空間デザイン学科の大里
浩二学科長の特別授業で学んだ内容を活かし、アイデア
を出し合い、色使いやレイアウトを工夫。出来上がった
パッケージには、それぞれの個性が表れています。

デザインが固まると、児童たちは“売る
ための戦略づくり”に挑戦。ポップや看
板の制作など、「どうすれば魅力が伝わ
るか」を考え抜く経験は、児童たちに
とって貴重な学びとなりました。また、販
売前には試食を行い、味や食感を確かめ
たうえで、最終的に塩味に決定しました。

販売当日は、児童たちが店頭に立ち、
呼び込みから会計までを担当。完売の
瞬間には喜びの声が上がり、これまでの
努力が実った達成感に包まれました。

〈
小
学
校
５
年
生
探
究
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
〉

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

栽
培
か
ら
商
品
化
ま
で
を
体
験

TEZ’FESでの販売の様子は、7ページをご覧ください。
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Vol.

帝塚山学園広報誌

〈表紙の写真〉
ポップコーンの販売に挑戦する小学校5年生3人。
少し緊張した表情ながらも、販売スタッフとして
ブースに立ち、しっかりと責任感をもって取り組む
姿が見られました。

特　集
小学校5年生探究型キャリア教育 『ポップコーンプロジェクト』
　―栽培から商品化までを体験̶

大　学
子どもたちの笑顔あふれる秋の一日
　「第2回てづかのこどもフェス」を開催 
TOPICS 
・女子バレーボール部、関西インカレ優勝と関西バレーボール連盟春秋連覇
　の快挙！  ―新体制で臨んだ2025年度、圧倒的な強さで関西を制す―
・奈良外語学院で留学生に向けた出前授業を実施
・金融リテラシー教育で実践的学びを　
　経済経営学部 × SBI FXトレード株式会社による対面授業を実施

中学校・高等学校
古代稲と地域の絆 “神丹穂”がつなぐ学びと交流 
TOPICS
・「モノづくりプロジェクト」が万博で躍動 
　大阪・関西万博にて「STEAM Girls Award」を受賞
・未来を切り拓く「データの力」 
　アクセンチュア株式会社と共に学ぶSTEM高校講座を開催
・マイナビキャリア甲子園で快挙
　奈良県知事を表敬訪問

小学校
学びが形になった日 ５年生ポップコーン、TEZ’ FESで販売
TOPICS
・英語で広がる世界への第一歩 国内で体験する英語国内留学
・グラミー賞受賞作曲家・宅見将典さんよりグランドピアノと書籍
　のご寄贈 ―音楽を通じて母校の子どもたちへ夢と希望を―
・舞楽の美と歴史にふれる 
　―大和文華館「みやこの舞楽」特別展見学―

幼稚園
心に刻まれる夏の思い出 年長組お泊まり保育 
TOPICS
・「未来の演奏家育成事業」 弦楽コンサートを開催 
　―本物の音楽に触れる特別なひととき―
・小さな手と笑顔がつなぐ あたたかい交流の時間
・「わっしょい！」のかけ声響く 夏恒例てづキッズまつり
・実りの秋を体いっぱいに感じて 
　園児たちが稲刈りと自然体験を楽しみました

  
活躍する帝塚山生
教育連携
・同窓会だより  
・INFORMATION
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〈最優秀選手賞〉堺目 愛和さん（現代生活学部 ４年）
〈ベストスコアラー賞〉堀 由佳さん（心理学部 ４年）
〈ベストリベロ賞〉三反畑 奈々星さん（経済経営学部 ４年）
〈セッター賞〉曽田 凜華さん（心理学部 ２年）
〈最優秀監督賞〉藤田 幸光監督
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大
学「第2回てづ

かのこども
フェス」を開

催
子どもたち

の笑顔あふ
れる秋の一

日

10/25
UNIVERSITY

育
学
部
に
よ
る「
第
２
回
て
づ

か
の
こ
ど
も
フ
ェ
ス
」を
開
催

し
ま
し
た
。未
就
学
児
か
ら
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、小
学
校
教
諭
や
幼
稚

園
教
諭
、保
育
士
を
目
指
す
学
生
た

ち
が
主
体
と
な
っ
て
企
画・運
営
す
る

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、昨
年
に
続
き

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、親
子
で
楽
し
め
る
４
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、「
う
ん
ど

う
の
お
へ
や
」「
え
い
ご
あ
そ
び
の
お

へ
や
」「
あ
ー
と
の
お
へ
や
」「
か
た
ち
の

お
へ
や
」で
は
、教
育
学
部
の
学
生
た

ち
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
で
子
ど

も
た
ち
を
出
迎
え
ま
し
た
。「
う
ん
ど

う
の
お
へ
や
」で
は
親
子
で
協
力
し
て

体
を
動
か
し
、「
え
い
ご
あ
そ
び
の
お

へ
や
」で
は
英
語
の
歌
や
ダ
ン
ス
で
笑

顔
が
広
が
り
ま
し
た
。「
あ
ー
と
の
お

へ
や
」で
は
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品

づ
く
り
に
夢
中
に
な
る
姿
が
見
ら

れ
、「
か
た
ち
の
お
へ
や
」で
は
マ
グ

ネ
ッ
ト
ブ
ロ
ッ
ク
や
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
を

使
っ
た
遊
び
を
通
し
て
創
造
力
を
育

む
時
間
と
な
り
ま
し
た
。学
生
た
ち

は
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識
を
活

か
し
な
が
ら
、参
加
し
た
親
子
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

に
取
り
組
み
、参

加
し
た
ご
家
族
か

ら
は「
学
生
さ
ん
た

ち
の
温
か
い
サ
ポ
ー

ト
で
、子
ど
も
も
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
」と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

は
、認
定
絵
本
士
の
資
格

を
持
つ
学
生
に
よ
る「
ス

ペ
シ
ャ
ル
お
は
な
し
会
」。

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
親

子
が
集
ま
り
、オ
ー
プ
ニ
ン

グ
か
ら
笑
顔
と
拍
手
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。手
あ
そ
び
歌
で

は
子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ

い
に
体
を
動
か
し
、「
言
の
葉
紙

し
ば
い
」や
大
型
絵
本
で
は
お

話
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、学
生
た

ち
は
地
域
の
方
々
と
直
接
ふ
れ
あ

う
こ
と
で
、教
育
の
現
場
と
地
域
社

会
を
つ
な
ぐ
意
識
を
深
め
ま
し
た
。

普
段
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
実
践

的
な
学
び
が
、教
育
者
を
目
指
す
学

生
た
ち
の
成
長
を
大
き
く
後
押
し
す

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

女子バレーボール部が、2025年度シーズンにおいて輝かしい
成果を収めました。まず、10月19日に最終日を迎えた「2025年度
関西大学バレーボール連盟秋季リーグ戦」女子1部では、11戦全
勝で優勝。春季リーグ戦に続く2連覇（春秋連覇）を達成し、これは
本学として初めて、さらに奈良県勢としても初の快挙となりました。
今春、新監督として藤田幸光監督を迎え新体制で挑んだ女子バ

レーボール部は、春季リーグ戦で7大会ぶりの優勝を飾り、見事な

復活を遂げました。上述の秋リーグでは全勝優勝。そして11月に
行われた「2025年度 Phiten CUP 関西バレーボール大学男女
選手権大会（関西インカレ）」でも、全試合ストレート勝ちで優勝。
関西インカレでの頂点は2021年度以来となり、帝塚山大学女子
バレーボール部の成長と実力を改めて内外に示しました。
「関西大学バレーボール連盟秋季リーグ戦」ではチームとして
の安定した強さに加え、個々の能力も高く評価され、以下の選手・
監督が個人賞を受賞しました。

　藤田監督の下で急速に力を伸ばし続ける帝塚山大学女子バレー
ボール部。今後のさらなる飛躍に、ぜひご注目ください。

女子バレーボール部、関西インカレ優勝と
関西大学バレーボール連盟春秋連覇の快挙！
― 新体制で臨んだ2025年度、圧倒的な強さで関西を制す ―

本学では、2019年にSBI FXトレード株式会
社およびSBIリクイディティ・マーケット株
式会社との間で「金融リテラシー教育に
関する産学連携協定」を締結し、学生の
実践的な金融知識の向上を目的とした
教育活動を推進しています。経済経営学
部ではその一環とし

て、これまで両社との協力
の下、オンライン形式で特別講義を実施して
きましたが、今年度からは𠮷野功一准教授が
担当する「国際経済事情」の授業内で、対面に
よる実践的な学びがスタートしました。
この日の授業テーマは、FX（外国為替証拠
金取引）における「リスク管理とFX取引の準

備」について。SBI FXトレード株式会社の担
当者を講師に迎え、実際の取引事例を基
に、損失を最小限に抑えるリスク管理や
チャートの読み解き方などを学びました。
学生たちはリアルな市場の動きを感じ取
りながら、教科書だけでは得られない金

融実務の理解を深める貴重
な機会となりました。
授業を受けた学生からは、「ドル/円のチャートを
中心に学びましたが、実際の為替の動きを見ること
で理論だけでは分からなかった市場の変化を実感
できました。今後は経済ニュースを意識的に追いな
がら、リスクを把握したうえで実際のトレードにも挑
戦したいと思いました」との声が寄せられました。

金融リテラシー教育で実践的学びを
経済経営学部×SBI FXトレード株式会社による対面授業を実施

法学部の笹邉将甫学科長と
アドバンス生が、学校法人辰巳
学園奈良外語学院を訪問し、
日本で学ぶ留学生に向けた
出前授業を行いました。

学校法人辰巳学園の理事長・校長である辰巳友昭氏は、本学園
の評議員を務めておられ、本学中学・高校の卒業生でもあります。
今回の出前授業では、「日本で安心して暮らす

ために知っておきたいこと」をテーマに、日常生活
に関わる法律やマナーについて分かりやすく紹
介しました。授業では、交通ルールや防災の知識、
公共のマナー、そして犯罪に巻き込まれないため
の注意点など、幅広い内容を取り上げました。

学生たちは、それぞれ
の担当テーマについて、
留学生が理解しやすいよう、ゆっくりとした日本語で丁寧に説明を
行いました。休憩時間には、学生と留学生が笑顔で交流する姿
も見られ、多文化理解が自然に深まるひとときとなりました。
参加したアドバンス生の一人は、「日本で暮らすうえで、当たり
前だと思っていたことも外国の方にとっては新しい発見になると

感じました。言葉の使い方や説明の仕方を
工夫することの大切さを学びました」と振り
返りました。
学生にとっても留学生にとっても、学びと
交流を通して多くの発見があり、互いの理解
を深め合う有意義な時間となりました。

法学部生 奈良外語学院で
留学生に向けた出前授業を実施

教
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高
等
学
校

中学校･
“神丹穂”が

つなぐかん に
ほ

学びと交流
古代稲と地

域の絆─
─

9/14
JUNIOR & SENIOR HIGH SCHOOL

良
県
明
日
香
村
の
国
営
飛
鳥

歴
史
公
園
キ
ト
ラ
古
墳
周
辺

地
区「
キ
ト
ラ
の
田
ん
ぼ
」で
、秋
の
恒

例
行
事「
古
代
稲
を
愛
で
る
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の「
古
代
稲
を
愛
で
る
会
」は
、

食
と
音
楽
、そ
し
て
自
然
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
で
す
。秋
の
陽
を
浴
び
て
深

紅
に
色
づ
い
た
古
代
稲「
神
丹
穂
」が

風
に
揺
れ
る
中
、地
域
の
方
々
や
来

場
者
が
自
然
の
恵
み
を
感
じ
な
が
ら

穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、地
域
と
連
携
し
て

学
び
を
深
め
る「
田
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
加
す
る
生
徒
た
ち
も
毎
年

参
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
生
徒
た

ち
は
、地
元
農
家
の
協
力
を
得
な
が

ら
行
っ
て
き
た
農
業
体
験
や
獣
害
対

策
に
関
す
る
探
究
活
動
の
成
果
を
会

場
で
発
表
し
、地
域
の
方
々
に
学
び

の
成
果
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、地
域
と
の
交
流
を
さ

ら
に
深
め
る
新
た
な
試
み
と
し
て
、

会
場
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、ジ
ュ
ー
ス
の

提
供
を
行
い
ま
し
た
。ジ
ュ
ー
ス
は
大

学
現
代
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科・

藤
村
太
一
郎
ゼ
ミ
と
共
同
で
開
発
し

た
、赤
し
そ
と
古
代
米「
神
丹
穂
」を

使
っ
た
自
家
製
シ
ロ
ッ
プ
を
ベ
ー
ス

に
、炭
酸
で
割
っ
た「
神
丹
穂
ソ
ー
ダ

テ
テ
ィ
ー
ノ
」と
、水
で
割
っ
た「
神
丹

穂
ソ
ー
ダ
ジ
ャ
ネ
ー
ヨ
」の
２
種
類

で
す
。

生
徒
た
ち
は
慣
れ
な
い
接
客
に
も

挑
戦
し
、来
場
者
と
の
会
話
を
楽
し

み
な
が
ら
、一
杯
ず
つ
丁
寧
に
提

供
。多
く
の
方
々
に
ジ
ュ
ー
ス
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
、「
爽
や
か
で
お

い
し
い
」「
さ
っ
ぱ
り
し
て
飲
み
や

す
く
、赤
い
色
が
き
れ
い
」と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
の
一
人
は
、「
自

分
た
ち
が
考
え
た
ジ
ュ
ー
ス
を

地
域
の
方
々
や
来
場
者
に
喜
ん

で
も
ら
え
て
嬉
し
か
っ
た
。大
学

と
も
交
流
が
で
き
、貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

古
代
稲
を
眺
め
、土
地
の
恵

み
に
感
謝
す
る「
古
代
稲
を
愛

で
る
会
」は
、自
然
と
人
、そ
し

て
地
域
と
若
者
を
結
ぶ
時
間

と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
田

ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、地

域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

※
大
学
現
代
生
活
学
部
食
物
栄

養
学
科・藤
村
ゼ
ミ
と
の
共
同

開
発
の
様
子
は
13
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「モノづくりプロジェクト」
に参加する高校2年生の生徒
が、大阪・関西万博で開催さ
れたシグネチャーイベント
「世界遊び・学びサミット」に
て、「STEAMGirls Award」を

受賞しました。「STEAMGirls Award」は、資生堂のラグジュアリー
ブランド「クレ・ド・ポー ボーテ」と株式会社steAmが共催し、女子
児童・生徒によるSTEAM※1分野の探究活動を表彰するものです。
今回の成果は、村田学術振興・教育財団の
助成を受けて取り組んできた「モノづくり
プロジェクト」の集大成として、本校の生徒
たちが万博の舞台で堂々と輝いた瞬間と
なりました。
授賞式では、イベントプロデューサーで

あり株式会社steAm代表取締役の中島
さち子氏より直接表彰を受け、生徒の努力
と創造力が大舞台で高く評価されました。

受賞した取組は、３Dプリンターで作成した楽器に加速度セン
サーを取り付け、振動をArduino※2で処理してシャボン玉を発生さ
せる「ミュージックバブル」です。会場では多くの来場者に披露さ
れ、大きな注目を集めました。
また、同じく「モノづくりプロ
ジェクト」に取り組んできたも
う一つのチームは「組木を使っ
た生分解性小規模水力発電の
開発」をテーマにポスター発表を行い、持続可能な社会への貢

献を見据えた独創的なアイデアを紹介し
ました。
生徒たちにとって、科学や文化の多様な
可能性に触れる貴重な体験となりました。
※1 STEAM…科学（Science）、技術（Technology）、
工学（Engineering）、芸術・リベラルアーツ等
（Arts）、数学（Mathematics）の５つの分野の英
単語の頭文字を組み合わせた造語。

※2 Arduino…電子工作等でよく使用されるマイク
ロコントローラーを搭載した基板

「モノづくりプロジェクト」が万博で躍動
大阪・関西万博にて「STEAM Girls Award」を受賞

アクセンチュア株式会社の協力の下、「STEM※
高校講座」を開催しました。本講座は、デー
タサイエンスの学びを通して、論理的思考
力や問題解決力を育成することを目的と
したキャリア教育プログラムです。
今回のテーマは「架空の遊園地の売上

アップ」。生徒たちは遊園地の本部スタッフに
なったとの想定の下、フード本部・商品本部・イベント本部
の3つのチームに分かれ、

それぞれが与え
られたデータを
分析し、売上向上

のための施策を検討。
アクセンチュア社員の
方からも直接アドバイス
を受けながら、仮説立案

から分析、施策提案、
そして最終プレゼ
ンテーションま
で、実際のビジネ
スに近い流れを
体験しました。教
室内は終始、活発な議論と熱意に満ちていました。
参加した生徒からは、「データサイエンスは難しそうな

印象でしたが、チームで意見を出し合ううちに、数字を根拠に仮説
検証をするのが面白かったです」や、「実際の企業の方と話すこと
で、働くことのリアルなイメージが持てました。将来はITやビジネス
の分野に挑戦してみたいです」といった声が聞かれました。
講座の最後にはアクセンチュアの講師陣との交流会も行われ、
進路相談や仕事に関する率直な質問が飛び交いました。
※STEM…科学（Science）、技術（Technology）、工学（Engineering）、数学
（Mathematics）の４つの分野の英単語の頭文字を組み合わせた造語。

第11回マイナビキャリア甲子園決勝
大会において、本校から出場した3チー
ム「ロックロック」「もこもこバイターズ」
「セプトプレス（仮）」が決勝進出を果たし
ました（「T-time」Vol.21に詳報）。史上
初めて同一高校から3チームが決勝に
進む快挙であり、さらに「ロックロック」
がdiscovery部門で優勝、「もこもこバ
イターズ」が準優勝を収め、本校がダブ
ル受賞を達成しました。
これを受けて、生徒12名は小林健校長、
担当教員の西川和宏教諭とともに奈良

県庁を訪れ、
山下真知事を
表敬訪問しました。当日は、
優勝チームのパートナー企業である日
本生命奈良支社長赤城様、市場振興部
長詠田様、マイナビキャリア甲子園運営
責任者鈴木様、マイナビ大阪支社長竹内
様にもご同行いただきました。
生徒たちは挑戦を通して培った発想
力やチームワークを堂々と語り、知事か
らも今後の活躍への期待とお祝いのお
言葉をいただきました。

マイナビキャリア甲子園で快挙
奈良県知事を表敬訪問

未来を切り拓く「データの力」
アクセンチュア株式会社と共に学ぶSTEM高校講座を開催

奈

か
ん
に
ほ
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学
校

小
５年生ポッ

プコーン、

TEZ’ FESで
販売学びが形に

なった日
──

11/1
ELEMENTARY SCHOOL

▶写真は宅見将典さんご提供

月
１
日
に
開
催
さ
れ
た

「TEZ’FES

」で
は
、５
年
生

が
取
り
組
ん
で
き
た「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
締
め
く
く
り
と
し

て
、オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
販

売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。校
内
に
は
、児

童
が
制
作
し
た
明
る
い
色
使
い
の

ポ
ッ
プ
や
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、開

始
前
か
ら
ブ
ー
ス
周
辺
は
に
ぎ
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

販
売
の
時
間
に
な
る
と
、５
年
生

は
呼
び
込
み
や
宣
伝
、会
計
な
ど
、

事
前
に
決
め
て
い
た
役
割
ご
と
に
担

当
場
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。呼
び
込

み
チ
ー
ム
は
大
き
な
声
で「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
！
」と
来
場
者
に
声
を
か

け
、宣
伝
チ
ー
ム
は
校
内
を
巡
っ
て

チ
ラ
シ
を
配
布
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で

学
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
、自
分
た
ち

な
り
に「
ど
う
す
れ
ば
買
っ
て
も
ら

え
る
か
」を
考
え
、行
動
に
移
し
て
い

ま
し
た
。

ブ
ー
ス
前
に
は
す
ぐ
に
行
列
が
で

き
、児
童
た
ち
は
慣
れ
な
い
な
が
ら

も
笑
顔
で
接
客
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。袋
詰
め
や
金
券
の
受
け
渡
し
な

ど
の
作
業
も
、友
達
と
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
、役
割
分
担

の
大
切
さ
と
協
力
す
る
こ
と
の
意
味

を
実
感
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
。会
場
の
あ
ち
こ
ち
で「
呼
び
込

み
頑
張
っ
て
！
」「
あ
と
何
袋
？
」と
声

を
掛
け
合
う
姿
も
あ
り
、学
年
全
体

で
一
つ
の
成
果
を
つ
く
り
上
げ
る
意

識
が
高
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
伝
わ
り

ま
す
。

用
意
し
て
い
た

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
、

列
が
途
切
れ
る
こ
と

な
く
、短
時
間
で
完

売
し
ま
し
た
。購
入
し

た
保
護
者
か
ら
は「
子

ど
も
た
ち
の
勢
い
に

び
っ
く
り
」「
楽
し
そ
う
に

活
動
し
て
い
た
の
が
印
象

的
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

れ
、５
年
生
の
生
き
生
き

と
し
た
姿
が
来
場
者
に
も
届

い
て
い
た
よ
う
で
す
。完
売

後
に
は
、児
童
か
ら「
す
ご
く

緊
張
し
た
」「
声
を
出
す
の
が

大
変
だ
っ
た
け
ど
頑
張
れ
た
」

「
友
だ
ち
と
助
け
合
っ
て
で
き

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」と
い
っ

た
感
想
が
こ
ぼ
れ
、達
成
感
に
満

ち
た
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、と
う
も

ろ
こ
し
の
栽
培
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ

デ
ザ
イ
ン
、マ
ー
ケ
ティ
ン
グ
、販
売

ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
体
験
す
る
探

究
型
学
習
と
し
て
実
施
さ
れ
、企
業

や
帝
塚
山
大
学
と
の
連
携
も
得
な
が

ら
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。TEZ

’ 
FES

で
の
販
売
は
、そ
の
学
び
の
集
大

成
と
な
る
場
で
あ
り
、５
年
生
に
と
っ

て
大
き
な
成
長
を
実
感
す
る
貴
重
な

経
験
と
な
り
ま
し
た
。

小学校では、毎年3年生から6年生を対象に、国内で留学体験
ができる「英語国内留学」を大学の東生駒キャンパスで実施して
います。
本プログラムでは、英語でのコミュニケーションを通して算数

や図工、理科などの教科を学び、英語力の向上だけでなく、異な
る文化や考え方にふれることを目的としています。英語を「教科」

として学ぶだけでな
く、「道具」として使う
ことの楽しさを体感
できるのが特徴です。
当日は、児童たち
がグループに分かれ、
講師の先生方と英語
でやり取りしながら
活動に挑戦しました。

初めは緊張した
表情を見せてい
た児童も、ユー
モアあふれる講
師の指導や、ジェ
スチャーを交え
たやりとりを通して次第に笑顔に。午後には積極的に発言したり、
友達と協力して課題を解決したりする姿が見られました。
参加した児童からは、「英語を話すのは難しかったけれど、通じ

たときが嬉しかった」「もっと話せるようになりたい」といった感想
が寄せられ、英語への関心が一層高まったようです。
英語国内留学は、語学力の向上だけでなく、異文化理解やコ

ミュニケーション力、主体的に学ぶ姿勢を育む貴重な機会です。
児童たちはこの経験を通じて、世界へと視野を広げる第一歩を
踏み出しました。

英語で広がる世界への第一歩
国内で体験する英語国内留学

本校の卒業生であり、世界の音楽シーンで
活躍する作曲家・宅見将典さん（第65回グラ
ミー賞受賞アーティスト）より、このたびグラ
ンドピアノと書籍をご寄贈いただきました。

今回のご寄贈には、「音楽を通して母校
の子どもたちに夢や希望を持ってほしい」
という温かな想いが込められています。
グランドピアノは音楽の授業
だけでなく休み時間にも多

くの児童が集まり、自然に音を奏でたり、歌を口ずさ
んだりする姿が早速見られました。
また、寄贈いただいた書籍は、宅見さんご自身の
歩みを綴った『人脈ゼロ英語力ゼロ 無名のバンドマ
ン、グラミー賞を獲る ―途方もない夢の叶え方―』
（出版社：KADOKAWA）です。

バンド脱退や挫折を経験しな
がらも、再び立ち上がり、世界
最高峰の音楽賞にたどり着くま
での挑戦と努力が描かれています。困難を乗り越え、夢を叶えて
いったその歩みは、児童たちに「諦めない心」の大切さを教えてく
れます。
児童たちは、憧れの先輩が歩んだ道に自分の夢を重ね、音楽の
楽しさや表現の豊かさを
感じています。
このピアノと書籍
が、これからも多く
の児童たちの感性
を育み、夢へと踏み
出すきっかけとなる

ことでしょう。

学園前に立地する
本校からほど近い
大和文華館にて
開催された特別
展「みやこの舞楽
―舞楽面と舞楽図
でたどる芸能の美―」

を、4～6年生の児童が学年ごとに見学しました。10月21日は5年
生の見学日で、児童たちは奈良時代から続く伝統芸能「舞楽」の歴

史と美しさを、実際の舞楽面や
舞楽図を通して学びました。
館内では学芸員の方か
ら展示解説があり、「このお
面はどんな表情だと思う？ 
怒っている顔？喜んでいる
顔？」「これは何の動物のお面

かな？」といった問いかけに、
児童たちは想像力を働か
せながら活発に意見を交わしていました。展示された69
点の作品を一つひとつ丁寧に観察し、表情や装飾の違い
に目を輝かせる姿も見られました。
見学を終えた児童からは、「昔の人もこれをかぶって

踊ったのかな」「顔がこわいけど迫力がある！」といった声が
聞かれ、芸術や歴史への関心を高める貴重
な学びの時間となりました。6年生では

毎年、美術の授業で
陶芸による「お面づ
くり」にも取り組んで
おり、今回の見学は
5年生にとって、来年
の創作意欲を刺激する
機会となりました。

舞楽の美と歴史にふれる
―大和文華館「みやこの舞楽」特別展見学―

グラミー賞受賞作曲家・宅見将典さんより
グランドピアノと書籍のご寄贈
―音楽を通じて母校の子どもたちへ夢と希望を― 11
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稚
園

幼
年長組お泊

まり保育心に刻まれ
る夏の思い

出

7/18-19
KINDERGARTEN

6/26
KINDERGA

RTEN

9/19
KINDERGA

RTEN

8/27
KINDERGA

RTEN

10/27
KINDERGA

RTEN

澄み渡る秋空の下、小林弘明前育友会会長のご
厚意で田んぼをお借りし、園児たちが稲刈りを体験
しました。黄金色に染まった稲穂を前に、園児たちは
興味津々。鎌を手にするのは初めてという園児も多
く、最初はおそるおそるでしたが、先生や保護者に手

を添えてもらいながら、次第に上手に刈り取ることができました。
田んぼの周りには秋の自然がいっぱい。作
業の合間には、バッタやカエルを追いかける姿
も見られました。稲の根元から飛び出すバッタ
を夢中で追いかけたり、水辺で跳ねるカエルを
見つけて歓声を上げたりと、自然ならではの発
見がたくさんありました。「つかまえたよ！」と笑

顔で虫かごを見せる園児たちの表情に
は、野遊びの楽しさがあふれていました。
稲刈りを終えた後は、ほくほくの焼き芋を皆で味わいました。

「あまくておいしい！」「おかわりしたい！」と頬をほころばせる園児た
ちの姿に、秋の実りの喜びが感じられました。さらに、田んぼでは
昨年に続いて綱引き大会も開催。園児たちは仲間と力を合わせて
綱を引き、最後は保護者の皆さんも加わって「園児チー
ム対保護者チーム」の白熱した勝負に。笑顔と歓声
が響く、にぎやかな時間となりました。
自然と触れ合い、仲間と協力しながら秋の恵みを
体いっぱいに感じた一日。園児たちにとって、心に
残る大切な思い出となりました。

長
組
が
心
待
ち
に
し
て
い
た

お
泊
ま
り
保
育
が
、夏
の
青

空
の
下
、行
わ
れ
ま
し
た
。家
族
と
離

れ
て
友
達
や
先
生
と
過
ご
す
こ
の
行

事
は
、園
児
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
体

験
の
ひ
と
つ
で
す
。

初
日
の
午
前
は
、奈
良
の
伝
統
工

芸「
赤
膚
焼
」の
窯
元
を
訪
れ
、湯
飲

み
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。工
房
で

は
、み
る
み
る
う
ち
に
美
し
い
作
品
が

出
来
上
が
る
様
子
に
、園
児
た
ち
は

「
す
ご
い
！
」「
早
い
！
」と
目
を
輝
か

せ
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。い
ざ
自
分

た
ち
の
番
に
な
る
と
、少
し
緊
張
し
た

面
持
ち
で
粘
土
を
手
に
取
り
、一
生
懸

命
こ
ね
な
が
ら
形
を
整
え
て
い
き
ま

す
。星
や
ハ
ー
ト
、波
模
様
な
ど
、思

い
思
い
の
模
様
を
つ
け
て
個
性
豊
か

な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。出
来
上

が
っ
た
湯
飲
み
は
、後
日
焼
き
上
げ
ら

れ
、園
の
制
作
展
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

ど
の
園
児
も
完
成
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

午
後
は
京
都
府
の
宿
泊
施
設「
ア

ク
ト
パ
ル
宇
治
」へ
移
動
。バ
ス
の
中

で
は
、先
生
に
よ
る
ク
イ
ズ
大
会
や
歌

の
合
唱
で
大
盛
り
上
が
り
。友
達
と

笑
い
合
い
な
が
ら
過
ご
す
時
間
に
、次

第
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

到
着
後
は
自
然
い
っ
ぱ
い
の
川
辺
で

水
遊
び
。事
前
に
自
分
た
ち
で
絵
を

描
い
た
小
さ
な
船
を
浮
か
べ
て
流
し

た
り
、サ
ワ
ガ
ニ
や
カ
エ
ル
を
見
つ
け

て
大
は
し
ゃ
ぎ
し
た
り
と
、自
然
の

中
で
の
び
の
び
と
過
ご
し
ま
し
た
。

夜
は
待
ち
に
待
っ
た
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
。夕
方
か
ら
降
り
出
し

た
雨
も
奇
跡
的
に
止
み
、火
の
神

様
が
登
場
す
る
と
、園
児
た
ち
は

歓
声
を
上
げ
て
大
喜
び
。燃
え
上

が
る
炎
を
囲
ん
で
歌
を
歌
い
、

ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

お
風
呂
の
後
は
、皆
で
布
団

を
敷
き
合
い
、「
お
や
す
み
」「
ま

た
明
日
ね
」と
笑
顔
で
眠
り
に

つ
き
ま
し
た
。翌
朝
は
、早
起

き
し
て
友
達
と
朝
の
散
歩
へ
。

爽
や
か
な
風
の
中
、「
昨
日
の

川
楽
し
か
っ
た
ね
」「
ま
た
み

ん
な
で
来
た
い
ね
」と
話
す
姿

に
、ひ
と
晩
で
ぐ
ん
と
成
長

し
た
頼
も
し
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

友
達
と
過
ご
し
た
笑
顔

あ
ふ
れ
る
２
日
間
は
、園
児

た
ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も

残
る
夏
の
思
い
出
と
な
っ

た
で
し
ょ
う
。

奈良県がJapan National Orchestra株式会社（JNO）と協働
で実施している「未来の演奏家育成事業」の一環として、本園リズ
ム室にて弦楽コンサートが開催されました。この事業は、県内の子
どもたち（未来の演奏家）に一流の音楽を届けるとともに、演奏家
との交流を通して音楽への関心を高めることを目的としています。

当日は、JNOのメンバーであるチェロ奏者の佐々木
賢二さんとコントラバス奏者の水野斗希さんによる
デュオ演奏が披露されました。園
児たちは、普段はなかなか間近で
聴くことのできない弦楽器の深く
豊かな音色に耳を傾け、その響き
を全身で感じ取っていました。

プログラムは、まず楽器紹介から始まり、サン＝
サーンスの「白鳥」や「動物の謝肉祭」より「象」、さらに
園児たちに馴染み深い「かえるのうた」など親しみやすい
曲目が続きました。演奏の合間には質問コーナーも設け
られ、穏やかな雰囲気の中プログラムが進められました。
後半では、バリエール作曲の二声ソナタ、ロッシーニ

の二重奏曲など本格的な作品が取り上げられ、豊か
な音色と迫力ある響きに会場は大
きな拍手に包まれました。
今回の特別なひとときが、園児

たちの心に音楽の喜びと感動を刻
む時間となりました。

「未来の演奏家育成事業」弦楽コンサートを開催
―本物の音楽に触れる特別なひととき―

年長組の園児たちが、近隣の高齢者施設「スーパー・
コートプレミアム奈良・学園前」を訪問し、入居者の皆さ
まと心あたたまる交流のひとときを過ごしました。
はじめは少し緊張した様子の園児たちでした

が、「こんにちは！」と元気いっぱいに挨拶を
すると、会場はたちまち笑顔に包まれました。

続いて、宮沢賢治の詩「雨ニモ負ケズ」を真剣な
表情で暗唱。言葉一つひとつに思いを込める園児たちの
姿に、入居者の皆さまも静かに耳を傾けておられました。
その後は、手話を交えて歌う「おひさまになりたい」や秋の

季節を感じさせる「むしの
こえ」を披露。園児たちの
明るい歌声に合わせて、自然と手拍子が広がりました。さらに、
「げんこつやまのたぬきさん」や「幸せなら手をたたこう」の
手遊びでは、園児たちがリード役となり、入居者の皆
さまと一緒に体を動かして楽しい時間を過ごしました。
最後には、「いつまでもお元気で」という気持ちを

込めて、園児たちが手作りのしおりをプレゼント。笑顔
と「ありがとう」の声があふれる中、温かな拍手に包ま
れて交流を終えました。

今年の夏も恒例の育友会主催による「てづキッズまつ
り」が行われました。園内は色とりどりの提灯や風鈴で
飾られ、普段の園舎が一気にお祭り会場へと変身。
サッカーストライクやヨーヨー釣り、
輪投げなどのゲームコーナーには長い
列ができ、園児たちは友達や先生と声を

上げながら楽しんでいました。
流しそうめんでは、流れてくるそうめんを夢中で

すくい、何度もおかわりする姿が見られました。また
スイカ割りでは、「もっと右！」「がんばれ！」と大きな

声援が飛び交う中、
見事スイカが割れると大歓声が響きました。
続いて行われた「おみこしリレー」では、年長組と年中組

が力を合わせて担ぎ、リレー形式で挑戦。年少組も
元気いっぱいの応援団として参加しました。園児全
員が一つになり、「わっしょい！」のかけ声で会場は
熱気に包まれました。
さらに、帝塚山大学児童福祉ボランティアサー

クル「どれみ♪」による劇も披露され、園児たちの
笑顔があふれる1日となりました。

「わっしょい！」のかけ声響く 
夏恒例てづキッズまつり

小さな手と笑顔がつなぐ
あたたかい交流の時間

澄み渡る秋空の下、小林弘明前育友会会長のご
厚意で田んぼをお借りし、園児たちが稲刈りを体験
しました。黄金色に染まった稲穂を前に、園児たちは
興味津々。鎌を手にするのは初めてという園児も多
く、最初はおそるおそるでしたが、先生や保護者に手

を添えてもらいながら、次第に上手に刈り取ることができました。
田んぼの周りには秋の自然がいっぱい。作
業の合間には、バッタやカエルを追いかける姿
も見られました。稲の根元から飛び出すバッタ
を夢中で追いかけたり、水辺で跳ねるカエルを
見つけて歓声を上げたりと、自然ならではの発
見がたくさんありました。「つかまえたよ！」と笑

顔で虫かごを見せる園児たちの表情に
は、野遊びの楽しさがあふれていました。
稲刈りを終えた後は、ほくほくの焼き芋を皆で味わいました。

「あまくておいしい！」「おかわりしたい！」と頬をほころばせる園児た
ちの姿に、秋の実りの喜びが感じられました。さらに、田んぼでは
昨年に続いて綱引き大会も開催。園児たちは仲間と力を合わせて
綱を引き、最後は保護者の皆さんも加わって「園児チー
ム対保護者チーム」の白熱した勝負に。笑顔と歓声
が響く、にぎやかな時間となりました。
自然と触れ合い、仲間と協力しながら秋の恵みを
体いっぱいに感じた一日。園児たちにとって、心に
残る大切な思い出となりました。

実りの秋を体いっぱいに感じて
園児たちが稲刈りと自然体験を楽しみました 

年あ
か
は
だ
や
き
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賞状を手にする佐藤さん

左より小山さん 金川さん

WRO 2025 Japan 決勝大会において、小学校ロボット
教室の有志で参加している児童と、中高・理科部ロボット班
の生徒が見事な成績を収めました。奈良予選会を勝ち抜き
世界大会出場への選考を兼ねた全国大会へ進出した帝塚山
生は、決勝進出や上位入賞という見事な成果を残しました。
小学校チームはRoboMissionエキスパート競技で決勝

ラウンドへ進出。中高チームはFuture Innovators部門で優
良賞・第2位、さらにRobo Sports 部門で第3位を受賞しま
した。全国から選抜されたチームが集う中での入賞は、日々
の創意工夫と努力、そしてチームワークの成果です。
惜しくも世界大会出場にはあと一歩届きませんでしたが、
帝塚山生の挑戦はこれからも続きます。次の目標に向けて、
さらなる成長と活躍が期待されます。

【出場者】
●小学校
〈決勝ラウンド出場〉
築山 弘嗣さん  小津 藍奈さん （小５）
●高　校
〈Future Innovators 部門 優良賞・第２位〉
小林 篤志さん  松岡 律さん  吉田 隆聖さん （高２）
〈Robo Sports 部門 第3位〉
貝吹 央祐さん  米田 直弘さん  橋詰 大生さん （高２）

01WRO 2025 Japan 決勝大会で大活躍！
帝塚山生が決勝進出および上位入賞

中高・放送部が、今年もNHK杯全国放送コンテストで優れた成
績を収めました。中学生及び高校生それぞれが全国大会に出場
し、確かな実力を発揮しました。
中学校放送部は、「第42回NHK杯全国中学校放送コンテスト」
のラジオ番組部門において、全国69作品の中から上位12作品に
選ばれ、優良賞を受賞しました。作品
名は「分かりあえる？」で、中川琴葉さ
ん（中3）、篠田和花さん（中3）、今泉
明咲日さん（中2）の3名が制作に携
わりました。身近なテーマを丁寧に掘
り下げ、聴く人に共感を与える作品と
して高く評価されました。
高等学校放送部も、「第72回NHK杯全国高校放送コンテスト」

に出場し、アナウンス、朗読、ラジオドキュメント、テレビドキュメ
ント、創作テレビドラマの計5部門にエントリーしました。このうち、
アナウンス部門に出場した佐藤心花さん（高3）が準決勝進出・
入選の成績を収めました。

放送部は、2007年以来連続して全
国大会に出場しており、準決勝進出も
2014年から10年以上続いています。
日々の地道な練習と、伝えることへの
真摯な姿勢が、こうした成果につな
がっています。
放送部の活動を通して育まれた表
現力やチームワークは、今後の学びや
成長にも大きく生かされていくことで
しょう。

10月17日に実施された「令和7年度奈良
県中学校英語スピーチ・レシテーション
コンテスト」において、奥村茉由さん（中
3）が見事3位入賞を果たしました。この
結果を受け、11月26日から28日に開催
された「高円宮杯第77回全日本中学校英
語弁論大会」へ奈良県代表として出場しました。
高円宮杯は1949年の創設以来、国内最高峰の中学生
英語スピーチ大会として知られています。全国47都道府県
から選抜された151名の代表が集い、数日間にわたり、自ら

の考えを英語で力強く表
現しました。
奥村さんは、ジャグリン

グに挑戦したことから自
信を持ち、自分の世界が
広がった経験を語ったス
ピーチを披露し、多くの参
加者にも強い印象を残し
ました。

大学経済経営学部の姜聖淑教授のゼミに所属する学生7
名が、8月22日から24日にかけて韓国・東義大学で開催され
た「東北アジア観光学会大学生国際発表大会」に参加し、見事
優秀賞を受賞しました。
本大会には、日本と韓国の大学から約100名の学生・教員
が参加し、観光に関する多様なテーマで発表が行われまし
た。姜ゼミの学生たちは「持続可能な観光資源としての奈良
公園の鹿の価値を考察する」と「2030年、大阪IRの収益を
活用した教育環境の改善策」の2本の研究を発表。そのうち、
「持続可能な観光資源としての奈良公園の鹿の価値を考察する」
が優秀賞に選ばれました。
受賞研究では、奈良公園の鹿を地域の象徴であるとともに
重要な観光資源と捉え、ESG（環境・社会・ガバナンス）の視点
からその価値を分析。観光を通じた地域の持続可能な発展
と、奈良の魅力発信に向けた新たな提案を行いました。
また、学生を指導した姜教授も「優秀教育者賞」を受賞され
ました。

大阪・東京の2会場で同時開催
された「日経STEAM2025シンポ
ジウム」に、本校から内藤葵さん
（高2）と細谷香帆さん（高2）が有
志で参加しました。今年の共通
テーマは「私たちは問う自由で
豊かな未来のために」。大阪会場
24チーム、東京会場5チームが
登壇し、それぞれが考える“理想
の未来”を多角的な視点で発表しました。
二人は、プログラムのひとつである「私たちは問う自由で

豊かな未来のために発表コンテスト」にエントリーし、チーム
名「ふうせんメモリー」として登壇。
発表テーマは「音によってふくらむ集中力」。日常の「音」に
着目し、集中力向上を支援する新しい仕組みを提案した独自
性が高く評価され、見事「steAm特別賞」を受賞しました。

【受賞者】 米田 幸将さん  齋藤 遼さん  高園 獅子さん  山口 心海さん
【参加学生】 今井 大聞さん  兜金 万里奈さん  中部 萌さん
※いずれも経済経営学部3年   

02NHK杯全国放送コンテストで
中高放送部が活躍

【2025年度第1回実用英語検定試験合格者】
●中学校　
準１級合格：小山 悠希さん 
２級 合 格：田中 悠生さん  
●高　校　
準１級合格：奥野 真由さん  長田 友希さん  

野村 奈緒さん  中井 美沙さん  
周 至睿さん

【2025年度第2回実用英語検定試験合格者】
●中学校　
２級 合 格：難波 真菜さん  石河 里紗さん  

石川 文虹さん  岩田 莉音さん
樋口 美咲さん  

●高　校　
準１級合格：桑村 莉歩さん  竹内 麻結さん

03中学校・高校推奨資格
実用英語検定試験

11月3日に東京で開催された「高校生ICT Conference  
2025 東京サミット」に、本校の小山知紗さん（高２）と金川
慧玲さん（中３）が、奈良県代表として出場しました。
ICTカンファレンスは、中高生が「スマートフォンやインター

ネットの安心・安全な活用方法」について深く議論し、その
成果を政府に提言する全国的な取組みです。今年度からは
中学生も参加できるようになり、小山さん、金川さんの二人
は、9月28日に帝塚山大学で開催された「高校生ICTカン
ファレンス2025 in奈良」（大会運営：中高・西川和宏教諭）で
今大会の代表に選出され、全国の舞台へと進みました。
当日は「中高生が考える世代を超えたICTやAIの活用と
課題解決の提案」をテーマに偽・誤情報などのリスクを見極
め、安全で豊かな情報社会を築くための提言を発表すると
いう、非常に高度なものでした。全国から集まった代表者た
ちと熱い議論を交わす中、二人は奈良県代表として、日頃の

学習と熟慮に基づ
き、堂々とした発表
を披露しました。

04
高校生ICT Conference 
2025 東京サミットに
奈良県代表として出場05

大学経済経営学部姜ゼミの学生が
東北アジア観光学会
大学生国際発表大会で
優秀賞を受賞！

06高円宮杯 第77回全日本
中学校英語弁論大会出場！

07
日経STEAM2025
シンポジウムで
「steAm特別賞」受賞！

活
躍
す
る
帝
塚
山
生

帝
塚
山
生

夏
以
降
、多
く
の
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、資
格
試
験
な
ど
が
あ
り
、

帝
塚
山
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

活躍する帝塚山生帝塚山生 Tezukayama Students in Act ionin Act ion

このほかにも多くの学生・生徒・児童が活躍しています。各学校ホームページやInstagramで随時情報発信をしていますので、ぜひご覧ください。

左より篠田さん、中川さん、
今泉さん

左より築山さん、小津さん

左より細谷さん、内藤さん
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つながる
ひろがる
教育連携

Educational Collaboration
in Tezukayama Gakuen

大学×中高の協働で広がる学びの輪
― 古代米と赤しそを使った
　 ジュース開発に挑戦 ―

7/10・29
大学
×
中高

親子で一緒にクッキング！
笑顔あふれる“食育の時間”

6/28

小学校
×
幼稚園

親子で体験！デジタルものづくり
帝塚山3Dプリンター教室2025

6/21

大学
×
中高探究的学びを深める

理科部ロボット班、大学考古学研究所を訪問
11/1

大学
×
中学

情報モラル教室を開催
― 安全にICTを活用するために ―

10/15

大学
×
小学校

奈
良
県
明
日
香
村
の

国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
キ

ト
ラ
古
墳
周
辺

地
区「
キ
ト
ラ

の
田
ん
ぼ
」

で
、中
高
・

籔
稔
教
諭

指
導
の
下
、

生
徒
た
ち
が

６
年
前
か
ら
取
り
組
む「
田
ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」。古
代
米
の
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
体

験
を
通
じ
、地
域
の
方
々
と
交
流
を
重
ね
な
が
ら
、

自
然
や
農
業
、環
境
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、そ
の
学
び
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

形
で
、「
こ
れ
ま
で
育
て
て
き
た
古
代
米
を
使
っ
て
何

か
新
し
い
挑
戦
を
し
た
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、明

日
香
村
産
の
赤
し
そ
と
古
代
米
を
使
っ
た
ジ
ュ
ー
ス

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、こ
れ
ま
で

収
穫
し
て
き
た
古
代
米

の
玄
米
を
活
用
し
、そ

の
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を

加
え
る
こ
と
で
、〝
田

ん
ぼ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
一
体
化
し
た
商

品
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

し
か
し
、飲
料
の
加
工
や
成
分

の
調
製
に
は
専
門
的
な
知
識
が

必
要
で
す
。そ
こ
で
協
力
を
依
頼

し
た
の
が
、大
学
現
代
生
活
学
部

食
物
栄
養
学
科
の
先
生
方
で
し
た
。

７
月
10
日
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、伊
藤

知
子
学
科
長
と
藤
村
太
一
郎
教
授
か
ら
、食
品

科
学
や
衛
生
面
、調
理
方
法
等
の
観
点
か
ら
丁
寧

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
７
月
29
日
に
は
、藤
村
ゼ
ミ
の
学
生
と
中

高
生
が
一
緒
に
レ
シ
ピ
づ
く
り
を
実
施
。水
や
砂

糖
、ク
エ
ン
酸
、赤
し
そ
、古
代
米「
神
丹
穂
」の
エ
キ

ス
を
組
み
合
わ
せ
、シ
ロ
ッ
プ
の
割
合
を
変

え
な
が
ら
味
の
バ
ラ
ン
ス
を
探
り
ま
し

た
。試
行
錯
誤
を
重
ね
る
う
ち
に
、古

代
米
の
豊
か
な
風
味

と
赤
し
そ
の
爽
や

か
さ
が
調
和
し

た
、
特
別
な

ジ
ュ
ー
ス
が
完
成

し
ま
し
た
。

中
高
生
か
ら
は
、「
大
学
の

先
生
方
や
学
生
の
皆
さ
ん
に

教
わ
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、

食
品
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
実
感
で
き
た
」「
自
分
た

ち
の
活
動
が
新
し
い
形
で
実
を
結
ん
で
嬉

し
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
ジ
ュ
ー
ス
は
、９

月
に
開
催
さ
れ
た
地
域
イ
ベ

ン
ト「
古
代
稲
を
愛
で
る
会
」

で
来
場
者
に
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

※

イ
ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
は
、

５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
調
理
室
で
、幼
稚
園
年
長
児
を

対
象
に「
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
の
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。小
学
校
家
庭
科
の
中
嶋
和
美

先
生
の
指
導
の
下
、今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は

季
節
を
感
じ
る〝
紫
陽
花

ゼ
リ
ー
〞と〝
紫
陽
花
練

り
切
り
〞。親
子
で
協
力

し
な
が
ら
、見
た
目
に

も
楽
し
い
お
菓
子
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

紫
陽
花
ゼ
リ
ー
作
り
で

は
、青
い
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
ー

テ
ィ
ー
に

レ
モ
ン
汁
を
加
え
る
と
、

鮮
や
か
な
紫
色
に
変
化
。

園
児
た
ち
は「
わ
あ
、色
が

変
わ
っ
た
！
」と
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
、科
学
の
よ
う

な
不
思
議
な
体
験
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。練
り
切

り
作
り
で
は
、餡
を
包
む

難
し
さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、保
護
者
の
方
と
一
緒

に
工
夫
し
な
が
ら
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
お
菓
子
を
見
て「
き
れ
い
に
で
き
た
！
」

と
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
の
方
々
か
ら
は
、「
親
子
で
一

緒
に
作
る
時
間
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
難
し
か
っ

た
け
れ
ど
、家
で
も
挑
戦
し
て
み
た
い
で
す
」と
い
っ

た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ク
ッ
キ
ン
グ
体

験
は
、親
子
の
絆
を
深

め
る
だ
け
で
な
く
、

園
児
た
ち
が
食
に

親
し
み
、作
る
喜
び

を
感
じ
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
親
子
を
対
象
に
、中

高
T
ル
ー
ム
で「
帝
塚
山
３
D

プ
リ
ン
タ
ー
教
室
２
０
２
５
」を

開
催
し
ま
し
た
。本
教
室
は
、

中
高・八
尋
博
士
教
諭
の
指
導

の
下
、将
来
小
学
校
教
員
や
幼

稚
園
教
諭
、保
育
士
を
目
指
す

大
学
教
育
学
部
の
学
生
が
企

画・運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。当

日
は
20
組
の
親
子
が
参
加
。学

生
た
ち
は
、参
加
者
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、３
D
プ

リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
作
り
を
指
導
し
ま
し
た
。操

作
の
補
助
に
は
中
高
生
も
加
わ
り
、円
滑

な
進
行
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、自
分
で
考
え
た
デ
ザ

イ
ン
が
そ
の
場
で
立
体
と
し
て
形
に

な
る
体
験
に
夢
中
に
な
り
、親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
も
の
づ
く

り
の
面
白
さ
を
実
感
。学
生
た
ち
は
、

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
や
歴
史
、今

後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、参
加
者
に
新
し
い
学
び
を
提
供
し
ま
し
た
。ま
た
、

学
生
自
身
に
と
っ
て
も
、子
ど
も
た
ち
と
直
接
関
わ
り
な
が
ら

指
導
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
磨
く
貴

重
な
機
会
と
な
り
、教
育
現
場
で
必
要

と
さ
れ
る
実
践
力
を
育
む
場
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
教
室
は
、デ
ジ
タ
ル
技

術
を
用
い
た
も
の

づ
く
り
体
験
を

通
し
て
、子
ど
も

た
ち
と
学
生
双
方
の

学
び
と
成
長
を
促
す
、充
実
し
た
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

中
学
１
年
生

の
理
科
部
ロ

ボ
ッ
ト
班
の
生

徒
た
ち
は
、今

年
度
の「FIRST 

LEG
O
League 

Challenge
2025 

-2026

」大
会
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
部
門
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
考
古
学（U

N
EARTHED

℠

）」に
向
け
、大
学
考
古

学
研
究
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
大
会
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、文
学
部
清
水
昭
博
教
授

（
考
古
学
研
究
所
長・附
属
博
物
館
長
）か
ら
、考
古
学

研
究
の
意
義
や
発
掘
現
場
で
の
科
学

的
手
法
に
つ
い
て
直
接
学
び
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
発
掘
現
場
で
は

３
D
ス
キ
ャ
ン
技
術
は
使
わ
れ
て
い
ま

す
か
？
」と
い
っ
た
質
問
も
飛
び
出

し
、最
新
技
術
と
人
文
科
学
の
融
合

に
興
味
を
深
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。清
水
教
授
か
ら
は「
考
古
学
で
も

３
D
測
量
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、科
学
と
人
の
知

恵
が
協
働
し
て
い
る
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
や
兵
庫

県
教
育
委
員
会
の
研
究
者
に
よ
る
発
掘
出
土
品
の

記
録・調
査・３
D
ス
キ
ャ
ン
の
様
子
も
見
学
。実
際
の

研
究
現
場
に
触
れ
る
こ
と
で
、生
徒
た
ち
は「
科
学
と

歴
史
の
融
合
」を
体
感
し
ま
し
た
。見
学
後
に

は
、「
過
去
を
調
べ
る
こ
と
で
未
来
を
考
え

る
」と
い
う
視
点
か

ら
、ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
活
用

し
た
新
し
い

ア
イ
デ
ア
も

生
ま
れ
た
よ

う
で
す
。

小
学
校
３
年
生
か
ら

６
年
生
を
対
象
に「
情

報
モ
ラ
ル
教
室
」を
開

催
し
ま
し
た
。講
師
に

は
大
学
法
学
部
の
笹
邉

将
甫
学
科
長
を
お
迎
え

し
、「
情
報
機
器
を
正
し
く
、

利
用
す
る
た
め
に
は
？？
」を

テ
ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
代
は
誰
も
が
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
世
界
と
つ
な
が
る

時
代
で
す
。笹
邉
学
科
長

か
ら
は「
高
度
情
報
化
社
会

で
は
、危
険
を
理
解
し
た
う
え

で
、ネ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
で
き

る
力
が
大
切
で
す
」と
の
言
葉
が
あ
り
、情
報
の

選
び
方
や
正
し
い
使
い
方
の
重
要
性
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

講
演
で
は
、S
N
S
で
の
不
用
意
な
投
稿
や
個

人
情
報
の
流
出
、長
時
間
利
用
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
な
ど
、実
際
に
起
こ
り
得
る
ト
ラ
ブ
ル
の
例

を
交
え
な
が
ら
、児
童
に
も
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。児
童
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
耳
を

傾
け
、友
達
と
話
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

情
報
を
適
切
に
扱
う
力
は
、こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
力
で

す
。今
回
の
学
び
を
通

し
て
、児
童
た
ち

は
I
C
T
を
安

心・安
全
に
活

用
す
る
意
識

を
よ
り
高
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

か
ん
に
ほ
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『みんなのだいぶつさま』プロジェクト

― だいぶつさまの目・鼻・口・手をつくろう！ ―

大学
×
幼稚園

― だいぶつさまの螺髪と白毫づくり＆
　 パーツをカットしよう！ ―

11/14

11/7

11/21
― ついに完成！
　 全長15ｍの大仏さまと記念撮影 ―

『Society5.0時代における  
人権・平和教育を通じた中大連携プロジェクト』

平和への思いを未来へつなぐ
― 末吉教授とゼミ生による「中学生のための平和学習」開催 ―

大学
×
中学

平和を365日考える
―「平和の日めくりカレンダー」制作プロジェクトが始動 ―

9/30

大学生と中学生がアイデアを形に
― 日めくりカレンダー制作の合同ワークショップ ―

11/11

7/11
11/20・21

奈良の大仏さまから学ぶ
― 大学 西山厚客員教授による講演 ―

10/22

大学
×
幼稚園

大
学
教
育

学
部
の
服
部

正
志
准
教
授

と
学
生
に
よ

る「
み
ん
な
の

だ
い
ぶ
つ
さ

ま
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、幼

稚
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

活
動
の
前
半
で
は
、つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
大

き
な
画
用
紙
に
、園
児
た
ち
が
好
き
な
色
の

カ
ラ
ー
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
自
由
に
貼
り
付

け
ま
し
た
。さ
ら
に
、普
段
よ
く
使
う
色
と

あ
ま
り
使
わ
な
い
色
の
ク
レ
ヨ
ン
を
組
み
合

わ
せ
て
丸
を
描
き
、そ
の
丸
を
線
で
つ
な
ぐ

こ
と
で
、色
と
形
が
重
な
り
合
う
不
思
議
な

模
様
が
生
ま
れ
ま
し
た
。学
生
が
そ
の
画
用

紙
の
四
隅
を
持
ち
上
げ
る
と
、園
児
た
ち
は

画
用
紙
の
下
に
潜
り
込
ん
だ
り
、丸
め
て
で

き
た
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
た
り
し
な
が
ら
、

作
品
の
中
に
入
り
込
む
よ
う
に
全
身
で
表

現
を
楽
し
み
ま
し
た
。

後
半
で
は
、服
部
准
教
授
が
用
意
し
た
印

を
つ
け
た
ロ
ー
プ
を
も
と
に
、画
用
紙
に
大

き
な
枠
を
作
り
、そ
の
中
に
園
児
た

ち
が〝
大
仏
さ
ま
の
目・鼻・

口・手
〞を
描
い
て
い
き
ま

し
た
。学
生
た
ち
は
園

児
た
ち
の
発
想
を
尊

重
し
な
が
ら
サ

ポ
ー
ト
し
、園

児
た
ち
は
の

び
の
び
と

描
い
て
い
き
、

色
と
り
ど
り
の

大
仏
さ
ま
の
パ
ー
ツ
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

前
回
の
活
動
で
、大
仏
さ
ま
の

「
目・鼻・口・手
」を

自
由
に
描
い

た
園
児
た

ち
。今
回
は

そ
の
続
き
と

し
て
、服
部
准
教

授
と
学
生
た
ち
と
と
も

に
、大
仏
さ
ま
の
特
徴
で
あ

る
螺
髪
　＊1
と
白
毫
　＊2
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。園
児
た
ち
は

学
生
と
手
を
つ
な
ぎ
、学
園
前
キ
ャ

ン
パ
ス
18
号
館
へ
向
か
い
、わ
く
わ
く
し
た
様
子
で

製
作
を
始
め
ま
し
た
。

螺
髪
づ
く
り
で
は
、ろ
く
ろ
の
上
に
円
型
の
画
用

紙
を
置
き
、回
転
さ
せ
な
が
ら
ペ
ン
で
渦
の
模
様
を

描
い
て
い
き
ま
す
。ろ
く
ろ
を
回
す
速
さ
に
よ
っ
て

模
様
が
変
化
す
る
お
も
し
ろ
さ
に
、園
児
た
ち
は

「
も
う
一
回
！
」と
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

続
い
て
、18
号
館
の
金
色
壁
面

に
使
わ
れ
て
い
る
折
り
紙
を

は
が
し
、丸
め
て
白
毫
を
表

現
し
ま
し
た
。輝
く
素
材
に

触
れ
な
が
ら
、大
仏
さ
ま
の

パ
ー
ツ
が
立
体
的
に
な
っ
て
い

く
様
子
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、前
回
描
い
た
各
パ
ー
ツ

は
、こ
の
日
、学
生
と
一
緒
に
ハ
サ
ミ
で
切

り
抜
き
ま
し
た
。自
分
の
描
い
た
絵
が
大
仏
さ
ま

の
一
部
と
し
て
形
に
な
る
に
つ
れ
、園
児
た
ち
の
表

情
は
ま
す
ま
す
生
き
生
き
と
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
は
学
生
と
手
を
つ
な
い
で
園
に
戻
り
、大
学

生
と
の
交
流
と
創
作
の
達
成
感
が
詰
ま
っ
た
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

＊
１
螺
髪…

大
仏
さ
ま
の
頭
に
あ
る
、丸
い
渦
状
の
盛
り
上

が
り
。丸
い
髪
の
毛
の
名
称
。

＊
２
白
毫…

大
仏
さ
ま
の
眉
間
に
あ
る
白
い
渦
状
の
毛
。

伸
ば
す
と
約
4.5
m
の
長
さ
が
あ
る
。

幼
稚
園
で
の「
目・鼻・口・手
」づ
く
り
、大
学
学
園
前

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
螺
髪・白
毫
制
作
を
経
て
、「
み
ん
な

の
だ
い
ぶ
つ
さ
ま
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
い
よ

い
よ
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。今
回

は
、完
成
に
向
け
て
園
児・大
学
生

が
小
学
校
体
育
館
に
集
ま
り
、迫

力
あ
る
実
寸
大
の
大
仏
さ
ま
を
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
、体
育
館
の
床
い
っ
ぱ
い
に

ロ
ー
プ
を
広
げ
、大
仏
さ
ま
の
顔
と
体

の
大
き
な
輪
郭
を
描
き
出
し
ま
し
た
。そ

こ
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
で
園
児
た
ち
が
作
っ
て
き
た

目・鼻・口・手
、そ
し
て
螺
髪
と
白
毫
の
パ
ー
ツ
を
一つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
配
置
し
て
い
き
ま
す
。

園
児
た
ち
の
自
由
な
色
使
い
と
発
想
が
詰
ま
っ
た

パ
ー
ツ
が
並
べ
ら
れ
る
と
、全
長
約
15
ｍ
に
も
及
ぶ
カ

ラ
フ
ル
な
大
仏
さ
ま
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。作
品
が
完

成
し
た
瞬
間
、園
児
た
ち
か
ら
は「
わ
ぁ
！
大
き
い
！
」

「
こ
こ
私
が
描
い
た
と
こ
ろ
！
」と
歓
声
が
上
が
り
、自

分
た
ち
の
手
で
形
に
し
た
実
寸
大
の
大
仏
さ
ま
を
誇

ら
し
げ
に
見
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、活
動
に
参
加
し
て
き
た
年
長
組
に

加
え
、こ
の
日
は
年
中
組
の
園
児
た
ち

も
合
流
し
、皆
で
大
仏
さ
ま
の
中
に

入
り
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し

た
。三
回
に
わ
た
る
共
同
制

作
を
通
し
て
、大
学
生
と
の

関
わ
り
や
表
現
す
る
楽
し

さ
を
味
わ
っ
た
園
児

た
ち
に
と
っ
て
、

大
き
な
達
成

感
の
残
る
締
め

く
く
り
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、学

生
に
と
っ
て
も
、園
児

た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
作

品
を
つ
く
り
上
げ
る
経
験
は
大
き
な

学
び
と
な
り
ま
し
た
。

大
学
客
員

教
授
の
西
山

厚
先
生
に
よ

る
奈
良
の
大

仏
殿
に
関
す

る
講
演
が
、

幼
稚
園
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
演
に
は
、教
育
学
部
服
部
准
教
授

と
教
育
学
部
の
学
生
も「
み
ん
な
の
だ

い
ぶ
つ
さ
ま
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
参
加
し
、幼
稚
園
と
大
学
が
連
携

し
て
奈
良
の
歴
史
や
文
化
に
親
し
む
貴

重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
話
で
は
、「
大
仏
さ
ま
は
何
で
で
き

て
い
る
で
し
ょ
う
？
」「
大
仏
さ
ま
の
鼻

の
穴
は
い
く
つ
あ
る
で
し
ょ
う
か
？
」な

ど
、園
児
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
問

い
か
け
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
仏
さ
ま
は
、人
だ
け
で
な
く
動
物

や
植
物
な
ど
、す
べ
て
の
命
あ
る
も
の

に『
大
丈
夫
、大
丈
夫
』と
語
り
か
け
て

い
る
ん
だ
よ
」と
い
う
西
山
先
生
の

言
葉
に
、園
児
た
ち
は
興
味
津
々
。

思
わ
ず
大
仏
さ
ま
の
ポ
ー
ズ
を
ま
ね

す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

短
い
時
間
の
中
で
、大
仏
殿
の
壮
大

さ
や
南
大
門
の
仁
王
像
、四
天
王
像
な

ど
、普
段
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
な

奈
良
の
魅
力
に
つ

い
て
、た
く
さ

ん
の
こ
と

を
教
え
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

７
月
11
日
、学
園
講
堂
に

て
、大
学
法
学
部
の
末
吉
洋
文

教
授
と
ゼ
ミ
生
が
、中
学
校
２

年
生
３
２
４
名
を
対
象
に「
平

和
学
習
」の
特
別
講
義
を
行
い

ま
し
た
。本
講
座
は
、10
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
知
覧・長
崎

へ
の
修
学
旅
行
に
向
け
た
事
前
学
習
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、生
徒
た
ち
は
こ

の
日
の
学
び
を
き
っ
か
け
に
、戦
争
や
平

和
を
テ
ー
マ
に
し
た
探
究
活
動
へ
と
取
り

組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
、「
国
際
法
」や「
平
和
学
」の

観
点
か
ら
戦
争
の
歴
史
と
現
代
社
会
の
つ

な
が
り
が
示
さ
れ
、さ
ら

に
末
吉
ゼ
ミ
の
学
生

が
作
成
し
た「
戦
跡

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」を

用
い
て
、奈
良
に
残

る
戦
争
遺
跡
や
人
々

の
体
験
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。生
徒
た
ち
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
戦
跡
を
検
索
し
、ク
イ
ズ

や
暗
号
解
読
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

通
し
て
、平
和
を「
自
分
ご
と
」と
し
て
捉

え
る
姿
勢
を
育
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、探
究
学
習
の
成
果
は
11
月
20

日・21
日
の
中
学
校
の
文
化
祭
に
て「
帝
塚

山
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
し
て
パ
ネ
ル
展

示
し
ま
し
た
。奈
良
県
内
の
戦
跡
の
位
置

や
戦
争
孤
児
に
つ
い
て
な

ど
写
真
資
料
が
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
、生
徒
が

現
地
調
査
や
文

献
研
究
を
重
ね

て
作
り
上
げ
た
力

作
が
並
び
ま
し
た
。

本プロジェクトは、帝塚山学園の教育連携提案事業として、大学法学部の末吉洋文教授
指導の下、進められているものです。人権平和教育を通じて、中学生と大学生が共に考え、
学び、未来へつながる平和の姿を探究していくことを目的としています。

本プロジェクトは、教育学部の服部正志准教授の指導の下、奈良の文化に親しみ
ながら自由な造形表現に取り組むことを目的に企画されました。学生と園児は、
大仏をテーマにした学びや体験を重ねながら、奈良の歴史や文化への理解を広げ
ていきました。その過程で得た気づきや感性を今回の造形活動で表現しています。

「
平
和

に
つ
い
て

考
え
る

の
は
８
月

だ
け
で
は

な
い
」。日
本

で
は
、広
島・長
崎

へ
の
原
爆
投
下
や
終
戦

記
念
日
が
集
中
す
る
８

月
に
、戦
争
や
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
が
多

く
設
け
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、『
平
和
を
見
つ
め
る

視
点
は
本
来
一
年
を
通

し
て
持
つ
べ
き
も
の
』そ

の
思
い
を
原
点
に
、大
学

法
学
部
末
吉
洋
文
教
授

の
指
導
の
下
、「
平
和
の

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

動
し
ま
し
た
。

カ
レ
ン
ダ
ー
で
は
、戦

争
の
始
ま
り
や
終
結
、平

和
条
約
、国
際
的
な
記

念
日
な
ど
、国
内
外
の
平

和
に
関
す
る
出
来
事
を

３
６
５
日
分
取
り
上
げ
、

日
常
の
中
で
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
指

し
ま
す
。

中
学
校
に
て「
平
和
の

日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
セ

カ
ン
ド
ミ
ー
ティ
ン
グ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

回
は
、末
吉
ゼ
ミ
生
が
調

査
を
進
め
て
き
た「
戦
争
の

始
ま
り
や
終
結
、平
和
条
約
、国
際

的
な
記
念
日
な
ど
、国
内
外
の
歴
史

的
な
平
和
に
関
す
る
出
来
事
が
起

こ
っ
た
日
」の
候
補
を
発
表
し
、そ
の

背
景
や
選
定
理
由
を
中
学
生
に
紹
介

し
ま
し
た
。続
く
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

で
は
、中
学
生
と
大
学
生
が
一
緒
に

な
っ
て「
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ど
の
よ
う
に

広
め
て
い
く
か
」を
テ
ー
マ
に
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。大
き
な
画
用
紙

に
付
箋
を
貼
り
な
が
ら
、S
N
S
発

信
、学
校
で
の
展
示
、企
業
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
な
ど
多
彩
な
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
、活
発
な
議
論
が
広
が
り
ま

し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、完
成
に

向
け
て
今
後

も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や

表
現
方
法

の
検
討
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

世
代
を
超
え
た
協
働

を
通
し
て
、平
和
を
見
つ
め
る
学
び

が
着
実
に
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、末
吉
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
も

協
力
し
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

意
見
交
換
を
重
ね
、内
容
や
表
現
方

法
を
検
討
さ
れ
、来
年
の
春
に
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ら
ほ
つ

び
ゃ
く
ご
う
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玉井政弘会長 冨岡將人理事長・学園長 小林健校長

第3期生と第79期生の記念撮影新しい制服の試作品 総会の様子

長野至郎常務理事

指揮を執る耕先生と校歌斉唱

社会福祉法人奈良苑の利用者が作製された案山子 地域の方が作製された刺繍作品 地域の方が作製されたグラスアート

帝塚山幼稚園年長組の作品

地域の方が作製されたパッチワーク 一条高校美術部によるインスタレーション作品 「なら中学生つながるアート」出展作品の絵画

本年度の総会・懇親会は、昨年に引き続きホテルモン
トレ グラスミア大阪（大阪市浪速区）を会場に、盛大に
開催しました。
総会では、提案されたすべての議案が承認されると

ともに、若い世代からも積極的な意見が寄せられ、活発
な議論が交わされました。
総会後の懇親会には、第3期生から今春卒業した

ばかりの79期生まで、幅広い世代の約130名が集い、
12名のご来賓にもご臨席いただきました。玉井政弘
会長の挨拶に続き、冨岡將人理事長・学園長から温かい
ご祝辞を賜りました。
時代の変化に合わせた新たな取り組みとして、帝塚山
中学校・高等学校では多様な価値観に対応する新しい

制服の導入を進めており、桑江良幸教頭からその趣旨
説明と試作品の紹介が行われました。
続いて、参加者の中で最高齢（95歳）の方をはじめ、
喜寿・傘寿・卒寿を迎えられる皆さんに記念品をお贈り
しました。乾杯の発声は小林健校長にご担当いただき、
会場は世代を超えた旧友との再会を喜ぶ笑顔と歓談の
輪で包まれました。
恒例のビンゴゲームに代わって行われた「お楽しみ抽
選会」では、多くの景品が用意され、番号札を手にした
参加者の皆さんの期待が高まるひとときとなりました。
その後、長野至郎常務理事より締めのご挨拶があり、
最後は全員で恩師・耕先生の指揮の下、校歌「茜雲」を
斉唱し、会場が一体となって締めくくられました。

2025.9.7

2025年度（令和7年度） 総会・懇親会を開催

東大阪市文化創造館大ホール（大阪府東大阪市）に
て、「帝塚山学園ギター・マンドリンクラブ創部60周年
記念演奏会」を開催しました。
昨年8月から月に2、3回のペースで練習を重ねて

きた成果が、この日存分に発揮されました。

演奏会は三部構成で、一部は在校生、二部は卒業生、
三部は合同演奏が行われ、合同ステージでは約150名
が心をひとつに美しいハーモニーを奏でました。
当日は900名を超える来場者があり、会場は大きな
感動と拍手に包まれました。

2025.8.3

ギター・マンドリンクラブ創部60周年記念演奏会開催

11月6日から9日にかけて、学園前エリアで街育
イベント「学園前アートフェスタ2025つながる学園前 
ART＆MUSIC2025」が開催されました。
今年のテーマは「つながる学園前ART＆MUSIC」。
地元作家による展示会や、様々なジャンルの音楽
コンサート、住民作品展が各会場で行われ、多くの
来場者でにぎわいました。
学園からは、幼稚園年長組の園児が参加し、「感じ

たままに自由に表現」した作品を帝塚山学園18号館
に展示しました。園児たちの豊かな感性があふれる
作品は、来場者を笑顔にしていました。また、社会福祉
法人奈良苑が奈良県明日香村の案山子コンテストで
受賞した迫力ある作品をはじめ、地域の方々による
グラスアートや壁一面のパッチワークなど、多彩な
展示が並びました。さらに1階には、奈良市立一条
高等学校美術部によるインスタレーション作品や、
「なら中学生つながるアート」出展作品の絵画も展示
され、世代を超えた交流の場となりました。

【構成団体】
主　　催：学園前街育プロジェクト実行委員会
運　　営：学園前アートフェスタ開催委員会
特別協賛：学校法人帝塚山学園、株式会社淺沼組、
　　　　  学園南自治協議会、学園北二丁目自治会
後　　援：奈良県、奈良商工会議所、
　　　　  奈良市文化振興補助事業

「学園前アートフェスタ2025 
つながる学園前 ART＆MUSIC2025」に参加

中高・仲島浩紀教諭（担当教科：理科）が提案した
研究「生成AIを活用した化学実験におけるリアル
タイム解析支援モデルの開発と実践」が、公益財団
法人武田科学振興財団の2025年度「理科教育振興
助成」の対象となりました。11月12日には、シェラト
ン都ホテル東京（東京都港区）で贈呈式が開催され、
仲島教諭も出席されました。
同財団は、医学・生命科学分野を中心に独創的な
研究を支援する国内有数の財団で、今年度は総勢
応募総数2,200件の中から高等学校部門の「理科
教育振興助成」では52件が採択されています。仲島

教諭の研究は、化学実験に生成
AIを活用し、実験データをリアル
タイムで解析・提示することで、
理解の深化や主体的な学びを促
す先駆的な試みです。AIの教育活用が広がる中で、
理科教育における新たな学習モデルの構築として高
く評価され、助成採択につながりました。
また、近畿圏内の学校教員を対象とした研修会

（8月実施）では「授業でのAI活用」をテーマに講師を
務めるなど、仲島教諭は研究成果の校外発信にも
積極的に取り組んでいます。

中高・仲島浩紀教諭の研究が
武田科学振興財団「理科教育振興助成」に採択

2025年11月6～9日

2025年11月12日

か かし
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帝塚山学園では、幼稚園から大学まで、それぞれの学校園がInstagramで日々の様子やイベント情報を
発信しています。子どもたち・学生たちのいきいきとした表情や、学校生活の一コマをぜひご覧ください。

下の二次元コードから、アカウントをのぞいてみてください。
「フォロー」と「いいね！」で、応援をよろしくお願いします！

学園の「今」をもっと身近に
各学校園のInstagramをチェック！

帝塚山中学校・
高等学校

帝塚山大学 帝塚山小学校 帝塚山幼稚園
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